
支援学級、自立活動で使える! 

みんなが楽しく参加できるムーブメント教育・療法 
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〇感覚・運動の向上  … 健康の保持 心理的な安定 環境の把握 身体の動き 

〇身体意識の形成   … 全て 

〇時間・空間意識の向上… 心理的な安定 環境の把握 人間関係の形成 

身体の動き コミュニケーション 

〇心理的諸機能の向上 … 心理的な安定 環境の把握 人間関係の形成 

健康の保持 コミュニケーション 
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ムーブメント教育療法 

遊びを原点とした発達療育 

ムーブメントと自立活動の共通部分について 

ムーブメントには 4つの達成課題があります。①「感覚・運動機能の向上」②「身体意識の形成」③「時間・

空間意識の向上」④「心理的諸機能の形成」です。詳しくは以下の書籍をご覧ください。 

 

※      は自立活動の区分 

音楽の速さや音の高さの変

化に合わせて、スカーフの下

をくぐる活動をしました。 

音を聞きながら楽しく体を動

かすことができました。 

波に見立てた布に当たらな

いようにタイミングを見なが

ら、ビーンズバッグを取る活

動をしました。 

最後は、体の上にビーンズ

バッグを積み上げました。 

パラバルーンの活動では、パラ

バルーンの下に入ったり、数人

が上に乗って回転させたりと、

様々な活動に取り組みました。こ

の活動を通してバルーンの色の

変化や風など、感覚を楽しむこ

とができました。 

本講座を受講し、子どもたちが楽しみながら身体を動かす中で、自ら活動に参加しようとする意欲や主体性が育ま

れることを学びました。また、成功体験を積み重ねられる活動設定や、適切な言葉かけによって達成感を味わうこと

の重要性を実感しました。こうした支援を通して、子どもたちは運動面の成長だけでなく、自己肯定感やコミュニケ

ーションへの意欲が高まり、より安心して学習や集団活動に参加できるようになるのではと感じました。 

今後の教育活動においても、子どもたち一人ひとりの発達や特性に応じた活動を取り入れていきたいと思います。 
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これら 4つの達成課題は、以下のように自立

活動の 6区分と深く関連しています。そのた

め、自立活動においてムーブメント教育・療

法を取り入れることは、児童生徒の心身の発

達を促し、主体的な活動を支えるうえで非常

に効果的であると考えられます。 

 

教員図書コーナーに 

ムーブメント関連の書籍がたくさんあります！！ 
 


